
	
 

	
 

 
Light and Particle Beams in Materials Science 2013開催趣旨  

 
  本国際会議(Light and Particle Beams in Materials Science (LPBMS) 2013)は、加速器を
用いて作り出される放射光・中性子・ミュオンというユニークなプローブを相補的に

用いて物質科学の先端的な研究を行い、この分野の第一線で活躍している世界の研究

者の交流をはかることを目的としています。この国際会議は、これまで放射光を中心

とした物質科学の国際会議(Synchrotron Radiation in Materials Science (SRMS))で、前回
は 2010 年にイギリスで開催されました。今回は世界に誇る日本の施設である
J-PARC(東海村)で生み出されつつある中性子・ミュオンの研究成果を世界に発信すべ
く、これらのプローブも本会議のスコープに入れるとともに名称を改め、今回 14 年
ぶりに日本で開催することとなりました。 
  この国際会議は、磁性、超伝導、放射化学、原子物理といった、研究対象ごとに分
かれた会議ではなく、「放射光・中性子・ミュオン」というプローブを軸に、異なる

研究分野が横断的にまとめられている点が特徴です。物質開発において、これらのプ

ローブは欠かすことのできない分析手段であるとともに、今日解決が急務となってい

る省電力省エネルギーデバイスの開発、希少元素の代替物質の開拓などは、分野を超

えた研究者間で、物質開発とその解析がかみ合って進んでいくことが必要とされてい

ます。近年どんどん進んでいる学問の専門化によって、ややもすると狭く深い分野に

閉じこもりがちな研究者を分野横断的に集め、報告された結果を異分野からの新鮮な

視点で捉え直し、これまで到達出来ない新しい理解をもたらすことが期待されます。 
  わが国では、これまでの 100倍のビーム強度をもつ J-PARCを建設し、平成 20 年
秋に稼動を開始しました。また、世界でも 2番目の硬 X線領域の自由電子レーザーの
ビームラインをもつ SACLAが稼働し始めました。さらに将来の放射光源として期待
される ERLの実証機であるコンパクト ERLも建設中です。これら、わが国が誇る新
しい実験施設を紹介し、その研究成果をアピールすることによって、国際共同研究を

促進し、物質科学の研究を通じた各国間の国際理解の一助となることを願い、本国際

会議を行うことにいたしました。 
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